
Jアラート受信時の行動
弾道ミサイルによる

10月4日に北朝鮮から弾道ミサイルが発射され、国からの緊急情報を瞬
時に伝える「Jアラート（全国瞬時警報システム）」が道内にも発信されま
した。このページでは、弾道ミサイル落下時の爆風やガラスの破片などか
ら身を守るための行動をお伝えします。

Jアラートが発信されると、携帯電話やスマートフォンに緊急速報メールなど
で国民保護情報が届きます。メッセージを確認したら、ミサイルの到達まで
のわずかな時間の中で、落ち着いて直ちに以下のような避難行動を取ってく
ださい。

北朝鮮から発射された弾道ミサイルは、
6分～7分後には青森県上空を通過。約
22分後にはおよそ4,600㎞離れた日本
の排他的経済水域の外に落下したとみ
られています。

10月4日7時22分ごろに発射された北朝鮮のミサイル

詳細 危機管理課 211-3062

弾道ミサイルの落下や通過が想定されるときはJアラートで緊急情報が発信されます

■発信されたメッセージ

緊急速報メール
政府からの発表
2022/10/04 07：27
「ミサイル発射。ミサイ
ル発射。北朝鮮からミ
サイルが発射されたも
のとみられます。建物
の中、又は地下に避難
して下さい。」
（総務省消防庁）

屋外にいる場合

近くの建物の中か
地下に避難

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動して
頭部を守る姿勢を取る

■近くに建物がない場合■近くに建物がある場合

爆風や飛散するガラスの破片などから身を守ってください

屋内にいる場合

ミサイルが落下したときは、その衝撃や爆風が広範囲に及び、窓ガラスが割れて周囲に破片が飛ぶといった
ことが予想されます。落下までの短時間で取れるその場に応じた行動をお願いします。

内閣官房
国民保護ポータルサイト

首相官邸
（災害・危機管理情報）
Twitter アカウント
＠Kantei_Saigai

ツ イ ッ タ ー

武力攻撃やテロなどから身を守るため
に事前に確認しておきましょう

札幌市が作成したハンドブッ
クもご覧ください
配布場所区役所（1ページ）、
ホームページ など

さっぽろ防災ハンドブック
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